英国の夢　ラファエル前派展　リバプール国立美術館所蔵
Bunkamura ザ・ミュージアム（渋谷）　2015.12.22〜2016.03.06
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　「ラファエル前派」は、19世紀半ばにイギリスで創造された新しい絵画活動で、それまでの伝統的、格式的な絵画とは異なり、ルネサンスの巨匠である「ラファエロ」以前の“自然に忠実な表現を理想とした運動”で、後の画家たちに大きな影響を与え象徴主義の潮流を形成した活動グループである。
　「リバプール国立美術館」（リバプール市内・近郊３箇所の美術館の総称）は、ラファエル前派の傑作を有する美術館として世界的に知られている。
　本展は、この美術館の所蔵品から「英国らしさ」「英国の夢」をキーワードにして、「ミレイ」「ロセッティ」「ウォーターハウス」「ムーア」など「ラファエル前派」やその追従者たちの油彩・水彩「60数点」の豪華な作品が展示されている。
「ミレイ」《いにしえの夢―浅瀬を渡るイサンプラス卿・部分》1856〜57年 写真
第一章　「ヴィクトリア朝のロマン主義者たち」
　イギリス美術の水準を引き上げようと結成された「ラファエル前派兄弟団」の中核となった「ミレイ」「ロセッティ」の代表作を中心に紹介し、“はじめは自分の眼で見た自然のありのままの姿を描くという信念から、次第にその題材を現実からかけ離れたものにしていく一連の様子”をたどっている。
第二章　「古代世界を描いた画家たち」
　1869年以降に影響を強めた「古典的テーマを取り入れた作品」で、巨匠「ローレンス・アルマ＝タデマ」が描き出す古代ギリシャやローマの要素を盛り込んだ絵画作品の展示コーナーである。
第三章　「戸外の情景」
　空気や光など自然のあらゆるものを精巧に描こうという試みや地方生活を描いた作品、つまり都市よりも田舎の生活に価値があるとされた時代に生まれた、“田舎の情景を描く風景画”が数多く紹介されている。
第四章　「19世紀後期の象徴派たち」
　ラファエル前派に影響を受けた「エドワード・バーン＝ジョーンズ」が率いた「ラファエル前派第二世代」やラファエル前派最大の復興者「ジョン・ウイリアム・ウォーターハウス」らの人物像作品が展示されている。
参考書籍：平松　洋　『ラファエル前派の世界』（中経出版）
